
山武市
SAMMU

議会だより
さんん
むむ

ようこそ議場へ！今月の
表紙

●10月臨時会、12月定例会　審議結果一覧  ..............  p2～3

●一般質問   .....................................................  p4～15

●決算審査特別委員会・各常任委員会審査報告等   ........  p16

59No.

2021.2.1

山武市マスコットキャラクター

SUNムシくん

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、緊急事態宣言が発出されています。
ひとりひとりの行動が大切です。生活上必要な場合を除き、不要不急の外出は自粛し、
こまめな手洗い、マスクの着用、適度な換気と加湿を心がけましょう。

令和２年11月27日に、鳴浜小学校３年生の皆さんが、議場の見学に訪れました。初めての議場はどうだったかな？
（※集合写真撮影時のみ、感染対策をとりながらマスクを外しています）



　令和２年第４回定例会が、11月25日から12月14日まで、20日
間の会期で開かれました。
　市長から議案24件、報告２件の提出があり、それぞれ原案の
とおり可決されました。
　また、第３回定例会において、継続審査となっていた令和元
年度決算認定議案８件は、それぞれ認定されました。

議　案
第 1号 可決

財産の取得について
GIGAスクール構想を推進するために小中学校学習用端末等を購入するため、地
方自治法等の規定により、議決を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号 可決

財産の取得について
小中学校で使用する端末用充電保管庫を購入するため、地方自治法等の規定によ
り、議決を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報　告
第 1号 報告 専決処分の報告について（市税還付金返還金請求に係る和解について） 報 告 の み（ 採 決 な し ）

議　案
第 9号 認定 令和元年度山武市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議　案
第10号 認定 令和元年度山武市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議　案
第11号 認定 令和元年度山武市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議　案
第12号 認定 令和元年度山武市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議　案
第13号 認定 令和元年度山武市組合立国保成東病院事業清算事務特別会計歳入歳出決算の認定

について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第14号 認定 令和元年度山武市地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計歳入歳

出決算の認定について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第15号 認定 令和元年度山武市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第16号 認定 令和元年度山武市水道事業会計決算の認定について ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 1号 可決

山武市行政組織の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
市民サービスの向上および効率的、効果的な行財政運営等に向けた組織体制を構
築するため、行政組織条例のほか、関係する２９の条例を一括して改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号 可決

延滞金の割合等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
租税特別措置法の一部改正に伴い、税外収入の延滞金の割合等について見直しが
必要となることから、関係する５条例を一括して改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 3号 可決

山武市国保日向診療所の名称及び位置の変更に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定について
国保日向診療所の移転に伴い、名称および位置の変更が必要となることから、国
保日向診療所条例のほか、関係する５条例を一括して改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 4号 可決

山武市津波避難施設条例の制定について
現在整備中の津波避難施設（築山）等の設置および管理に関する事項を定めるた
め、条例を制定するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 5号 可決

山武市国際教育推進基金条例の制定について
市民からの寄附を活用し、世界で活躍することができる人材を育成する事業の財
源に充てるため、国際教育推進基金を設置することから、条例を制定するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 6号 可決

山武市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
特別職の期末手当について、一般職職員の期末手当の年間支給月数の改定と合わ
せるため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 7号 可決

山武市職員の給与に関する条例及び山武市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
本年度の人事院勧告および県人事委員会勧告を踏まえ、一般職職員の期末手当を
引き下げるため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 8号 可決

山武市税条例等の一部を改正する条例の制定について
地方税法等の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感染症等に係る寄附金税額控
除の特例の対象を追加するとともに、市民税の減免の対象に学生および生徒を加
えるため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 9号 可決

山武市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税法施行令の一部改正に伴い、軽減判定所得基準の見直しや、規定の整理を
行うため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第10号 可決

山武市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
国民健康保険の被保険者とすることが適当でないものを適用除外とする規定を追
加するため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　令和２年第３回臨時会が、10月22日に開かれました。
　市長から議案２件、報告１件の提出があり、それぞ
れ原案のとおり可決されました。

10 月臨時会10 月臨時会

12 月定例会12 月定例会

○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席　※大川義男（議長）は採決に加わりません。
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○＝賛成、欠＝欠席　※大川義男（議長）は採決に加わりません。
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議　案
第11号 可決

山武市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例の制定について
指定居宅介護支援等の事業の人員および運営に関する基準の改正に伴い、居宅介
護支援事業所における管理者の要件の経過措置が延長されたため、条例の一部を
改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第12号 可決

山武市中小企業運営資金利子補給条例の一部を改正する条例の制定について
市長が定める期間の利子補給金について、補助率等を変更することができるよう
規定するとともに所要の規定の整理を行うため、条例の一部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第13号 可決

山武市医学生奨学金等貸付に関する条例の一部を改正する条例の制定について
民法の一部を改正する法律の施行に伴い、債権管理に係る規定の見直しを行い、
保証の性質、事務手続きおよび要件の明確化を図るため、条例の一部を改正する
もの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第14号 可決

山武市看護学生奨学金貸付に関する条例の一部を改正する条例の制定について
民法の一部を改正する法律の施行に伴い、債権管理に係る規定の見直しを行い、
保証の性質、事務手続きおよび要件の明確化を図るため、条例の一部を改正する
もの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第15号 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（山武市成東学童クラブ）
地方自治法に規定する公の施設の指定管理者を指定することについて、議決を求
めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第16号 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（山武市松尾学童クラブ）
地方自治法に規定する公の施設の指定管理者を指定することについて、議決を求
めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第17号 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（山武市大平学童クラブ）
地方自治法に規定する公の施設の指定管理者を指定することについて、議決を求
めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第18号 可決

松尾駅周辺排水対策工事（調整池整備）請負契約の一部変更について
令和元年12月13日付で契約した松尾駅周辺排水対策工事請負契約について、工
法の変更等に伴い契約金額を変更するため、地方自治法等の規定により、議決を
求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第19号 可決

令和２年度山武市一般会計補正予算（第７号）
既定の歳入歳出予算額に4,356万１千円を追加し、歳入歳出予算総額を298億
8,733万4千円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第20号 可決

令和２年度山武市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
事業勘定の既定の歳入歳出予算額に2,031万3千円を追加し、歳入歳出予算総額
を63億1,981万3千円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第21号 可決

令和２年度山武市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額に194万7千円を追加し、歳入歳出予算総額を6億1,154
万7千円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第22号 可決

令和２年度山武市介護保険特別会計補正予算（第２号）
既定の歳入歳出予算額に1,000万4千円を追加し、歳入歳出予算総額を51億
5,262万2千円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第23号 可決 令和２年度山武市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

汚水処理施設 維持管理業務委託料について、債務負担行為の追加を行うもの ○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第24号 可決

令和２年度山武市水道事業会計補正予算（第１号）
収益的支出の既決予定額から308万9,000円を減額し、総額を3億5,825万4千
円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第25号 可決

さんぶの森元気館大規模改修工事請負契約の一部変更について
令和2年6月16日付で契約した、さんぶの森元気館大規模改修工事請負契約につ
いて、浴室天井等に追加工事の必要が生じたことに伴い契約金額を変更するため、
地方自治法等の規定により、議決を求めるもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第26号 可決

令和２年度山武市一般会計補正予算（第８号）
既定の歳入歳出予算額に806万１千円を追加し、歳入歳出予算総額を298億
9,539万5千円にするもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報　告
第 1号 報告 専決処分の報告について（学校給食費請求に係る和解について）

報 告 の み（ 採 決 な し ）報　告
第 2号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）

発議案
第 1号 可決

山武市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制
定について
特別職および一般職職員と同様に、議員の期末手当を引き下げるため、条例の一
部を改正するもの

○ ○ 欠 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市
政
を
問
う
！

　一般質問（個人）とは、議員
が、市の事務の執行状況や将来
の方針などについての報告や説
明を市長などに求め、市が適切
な市政運営を進めているか、
チェックするものです。
　質問の範囲は、市の行財政全
般のほか、地域の住民生活に密
接している事項など、多岐にわ
たります。
　山武市議会では、議員は年４
回の定例会で一般質問すること
ができます
　議会だよりは、質問した議員
が自ら原稿を作成し、掲載して
いますが、紙面の都合上、主な
質問についてのみ掲載していま
す。
　今回の第４回定例会の会議録
（２月下旬発行予定）は、図書
館またはインターネットでご覧
いただけます。
　また、録画中継をインター
ネット（スマートフォン、タブ
レットでも可）でご覧いただけ
ます。

※ こちらのQRコードを読み取って
いただくと、インターネット議会
中継がご覧になれます。

個人質問
市政会 齋

さい と う

藤　昌
まさ

秀
ひ で

p6

①山武市の魅力について　
②成東駅北側の整備について

①人口減少問題について　
②新型コロナウイルス感染症対策について
③防災について　　　④観光行政について
⑤教育行政について　⑥道路整備について
⑦企業誘致について　⑧空き家対策について

①ふるさと納税について
②道路の維持管理について
③新型コロナウイルス対策の進捗状況について

①スマート農業について
②さんぶの森グリーンタワーについて

①人口減対策について
② 松尾公民館及び松尾にぎわい処の利活用状況等に
ついて

①令和３年度の予算編成について

①区・自治会及び市民からの意見要望について
②住みやすい環境づくりについて

①環境保全について　②行政施策について .
③公共施設について

①福祉施策について　②行政施策について
③公共交通について

①公共施設の在り方について
②高齢運転者の交通事故防止策について
③テレワーク支援について

①新型コロナウイルス対策について
②国民健康保険制度について
③介護保険制度について
④交通安全対策について

※一般質問の項目については、「一般質問通告書」の内容を記載しています。

12月定例会

個人質問
さんむ21 能

の せ

勢　秋
あき よ し

吉p10

個人質問
さんむ21 萩

は ぎ わ ら

原　善
よし か ず

和p9

個人質問
さんむ21 石

い し か わ

川　和
かず ひ さ

久p11

個人質問
公明党 長

は せ べ

谷部竜
りゅうさく

作p14

個人質問
さんむ 八

はっ

角
か く

　公
こう

二
じ

p5

個人質問
公明党 深

ふか ざ わ

沢　　誠
まこと

p12

個人質問
公明党 市

いち

川
か わ

　陽
よう

子
こp13

個人質問
日本共産党 並

なみ

木
き

　幹
みき

男
お

p15

個人質問
新政会 戸

と

村
む ら

　勝
かつ

敏
と し

p8

個人質問
新政会 櫻

さくら

田
だ

　基
もと

介
す け

p7

一 般 質 問
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個
人
質
問

さんむ  さんむ  八八
はっは っ

角角
かくか く

公公
こうこ う

二二
じじ

  議員議員

いちご狩り

蓮沼ウォーターガーデン
（スプラッシュシェイカー）

ブルーフラッグ認証を
取得した本須賀海岸

本市の様々な観光資源

成東駅北側の様子

山
武
市
の
魅
力
に
つ
い
て

山
武
市
の
魅
力
に
つ
い
て

問 

　

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ブ
ラ
ン
ド

総
合
研
究
所
が
発
表
し
た
、
市
町
村
別
の
魅

力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
本
市
は
全
国
最
下

位
の
９
９
７
位
で
し
た
。

　

こ
の
魅
力
度
最
下
位
の
要
因
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

全
国
的
に
行
わ
れ
る
調
査

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
知
名
度
が
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
市
は
合

併
し
て
で
き
た
比
較
的
新
し
い
市
の
た
め
、

知
名
度
が
低
く
、「
山
武
市
」の
名
が
つ
く
有

名
な
も
の
も
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
要
因
と
考

え
て
い
ま
す
。

問 

　

私
は
こ
の
調
査
結
果
は
外
部
評
価

で
あ
り
、
単
に
知
名
度
だ
け
の
こ
と
で
は
な

く
、
本
市
の
居
住
性
の
問
題
な
ど
、
総
合
的

に
み
て
魅
力
度
が
落
ち
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
単
純
に
知
名
度
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
な

く
問
題
点
を
是
正
し
て
い
か
な
い
と
魅
力
度

は
向
上
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

今
回
の
結
果
は
最
下
位
で

し
た
が
、
こ
れ
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、

今
後
も
山
武
市
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に
認
識
し

て
頂
き
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
と
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
市
長
の
就

任
し
た
年
は
全
国
順
位
９
５
５
位
、
昨
年
は

９
９
６
位
、
今
回
は
９
９
７
位
と
年
々
下
が

っ
て
い
ま
す
。

　

魅
力
度
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
よ
り
踏
み

込
ん
だ
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。答 

　

市
長　

魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
と

と
も
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
オ
ー
ル
山
武
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
東
駅
北
側
の
整
備
に
つ
い
て

成
東
駅
北
側
の
整
備
に
つ
い
て

問 

　

成
東
駅
北
側
の
整
備
を
ど
の
よ
う

な
形
で
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

成
東
駅
北
側
の
道
路
整
備

は
、
成
東
駅
周
辺
の
利
便
性
が
向
上
し
、
市

の
発
展
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
で
き
る
限
り
早
期
実
現
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問 

　

道
路
の
開
通
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

関
係
機
関
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
り
、
必
要
な
法
の
手
続
き
、
用
地
買

収
等
の
不
確
定
要
素
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
い
つ
と
い
え
る
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

　

隣
接
の
八
街
駅
、
榎
戸
駅
で
は
橋

上
駅
に
な
っ
て
い
て
、
北
側
か
ら
乗
り
降
り

が
で
き
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
成
東
駅
も
そ
の
よ
う
な
形
で
整
備
す

れ
ば
、
中
心
街
の
活
性
化
や
人
口
減
対
策
な

ど
に
結
び
付
く
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

成
東
駅
北
口
の
乗
り
降
り

に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺
の
活
性
化
に
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
区
幹
線
道
路

の
整
備
後
、
開
発
需
要
や
費
用
対
効
果
を
踏

ま
え
て
、
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問 

　

成
東
駅
北
側
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
短
期
、
中
期
、
長
期
と
い
っ
た
ビ
ジ

ョ
ン
を
捉
え
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
整
備
計
画
に
な

っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

成
東
駅
北
側
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
既
存
道
路

の
拡
幅
を
基
本
と
し
た
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
道
路
整

備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
本
年
度
は
用
地
測

量
業
務
に
よ
り
、
道
路
や
水
路
の
境
界
確
認

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

　

成
東
駅
北
側
の
整
備
は
、
市
長
の

公
約
で
も
あ
る
の
で
、
北
側
の
県
道
か
ら
県

道
を
結
ぶ
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
任
期
中

に
指
導
力
を
発
揮
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

成
東
駅
北
側
は
本
市
に
と

っ
て
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
整
備
に
つ

い
て
は
地
元
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
関
係
機
関
と
の
協
議
も
踏
ま

え
、
な
る
べ
く
早
く
整
備
す
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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個
人
質
問

市政会 市政会 齋齋
さいさ い

藤藤
とうと う

昌昌
まさま さ

秀秀
ひでひ で

  議員議員

※ スーパーシティ構想…地域の課題を最先端の技術で解決す
るために、地域と事業者と国が一体となって目指す取り組み

スーパーシティ構想の概要（内閣府国家戦略特区ホームページより）

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

問 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
と

そ
の
対
応
な
ど
に
伴
い
、
社
会
構
造
に
大
き

な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
は
都
心
部
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
観
光

業
や
製
造
業
な
ど
に
も
、
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
急
激
な
社
会
情

勢
の
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
減

少
対
策
に
対
す
る
市
長
の
方
針
は
、
以
前
と

変
わ
り
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

全
て
の
取
り
組
み
を
人
口

減
少
対
策
、
少
子
化
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
総
務
省
が

10
月
に
公
表
し
た
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動

報
告
に
よ
る
と
、
９
月
の
東
京
都
の
転
出
者

数
は
、
前
年
同
期
に
比
べ
12
・
５
％
増
え
、

３
か
月
連
続
で
転
出
が
転
入
を
上
回
り
、
東

京
か
ら
地
方
へ
の
一
つ
の
流
れ
が
で
き
つ
つ

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら
、
移
住

者
を
呼
び
込
む
よ
い
機
会
で
あ
る
と
捉
え
、

そ
う
い
っ
た
面
に
も
、
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

問 

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い

て
、
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業
に
お
い
て
、

機
器
の
入
札
は
ど
の
よ
う
な
要
件
で
行
わ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
結
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 
　

教
育
部
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
実
現
に
伴
う
機
器
等
の
入
札
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
10
月
22
日
に
開
催
し
、
承
認

を
い
た
だ
い
た
、
第
３
回
臨
時
会
の
議
案
第

１
号
お
よ
び
第
２
号
の
と
お
り
で
す
。

　

端
末
購
入
の
入
札
の
仕
様
要
件
で
す
が
、

端
末
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
用
と
教
職
員

用
と
も
に
、
文
部
科
学
省
の
標
準
仕
様
に
準

拠
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用
モ
デ
ル
の
端

末
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
設
定
や
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
ラ
イ
セ
ン
ス
購
入
、
イ
ン
ス
ト

ー
ル
作
業
、
５
年
間
分
の
運
用
支
援
等
を
含

め
た
仕
様
と
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
台
数
は
、
児
童
生
徒
用
３
０
２
４
台
、

教
職
員
用
２
１
０
台
で
す
。

　

充
電
保
管
庫
購
入
の
入
札
仕
様
要
件
は
、

基
本
的
に
は
、
文
部
科
学
省
が
示
し
た
標
準

仕
様
書
を
参
考
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
参
考
資
料
の

要
件
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
よ
う
示
さ
れ

て
い
た
、
衝
突
時
の
安
全
性
を
考
慮
し
た
Ｒ

加
工
な
ど
を
仕
様
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

購
入
台
数
は
、
42
台
収
納
型
が
１
０
６
台
、

22
台
収
納
型
が
12
台
で
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問 

　

本
市
の
諸
問
題
に
対
し
て
、
政
府

が
推
進
す
る
包
括
的
な
支
援
で
あ
る
、「
ス

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」（
※
）は
有
用
だ
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
急
激
な
社
会
情
勢

の
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
市
長
の
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て
は

変
わ
り
な
く
、
現
在
、
東
京
が
転
出
超
過
で

あ
り
、
東
京
か
ら
地
方
へ
の
移
住
者
を
呼
び

込
む
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
の
答
弁
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
情
報
を
発
信
す
る
に
し
て
も
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
何
を
ど
う
す
る
か
、
対
策
を
立

て
実
施
し
た
ら
、
基
本
的
に
は
効
果
測
定
が

重
要
で
す
。
実
行
し
た
こ
と
の
有
効
性
を
検

証
し
、
効
果
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
情
報
を
発
信
す
る
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
情
報
発
信
や
反
響
の
分
析
、
そ
れ
を

踏
ま
え
た
対
策
を
し
っ
か
り
練
る
よ
う
な
人

員
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、

色
々
と
環
境
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
で
、

ス
ピ
ー
ド
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」も
非
常
に
魅
力
的

で
あ
り
、
市
と
し
て
必
要
な
と
こ
ろ
、
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
リ
モ

ー
ト
等
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

行
政
運
営
に
生
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン

グ
等
の
件
も
あ
り
、
欲
し
い
方
に
欲
し
い
情

報
を
伝
え
る
、
お
勧
め
す
る
こ
と
は
、
非
常

に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
検
討
し
な
が
ら
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

山武市議会だより第59号　令和3年2月1日 6



個
人
質
問

新政会  新政会  櫻櫻
さくらさくら

田田
だだ

基基
もとも と

介介
すけす け

  議員議員

体験型のふるさと納税返礼

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問 

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応
援
す
る
思

い
を
寄
附
と
い
う
形
で
支
援
頂
き
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
な
げ

る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
現
状
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

国
に
お
い
て
制
度
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
全
国
の
自
治
体
が
同
じ
環
境

の
下
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
経
済
の

活
性
化
や
魅
力
発
信
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

　

寄
附
金
の
受
入
れ
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

平
成
29
年
度
、
１
４

１
８
件
で
１
７
６
１
万
８
１
０
０
円
、
平
成

30
年
度
、
６
１
９
件
で
１
０
７
４
万
１
０
０

０
円
、
令
和
元
年
度
、
１
１
９
３
件
で
２
３

４
１
万
７
６
２
２
円
で
す
。

問 

　

各
年
度
で
件
数
、
金
額
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

制
度
開
始
当
初
は
、

本
市
で
は
返
礼
品
の
割
合
を
４
割
以
下
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
、
返
礼
割
合
を
３
割
以
下

に
変
更
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
は
、
通
常

の
寄
附
金
に
加
え
、
台
風
15
号
の
災
害
支
援

と
し
て
寄
附
金
を
頂
き
、
前
年
比
で
倍
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し
て
い
く

上
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

寄
附
を
頂
く
判
断
材

料
と
し
て
、
返
礼
品
の
充
実
は
非
常
に
大
事

だ
と
考
え
ま
す
。
市
内
の
事
業
者
へ
返
礼
品

の
出
品
に
つ
い
て
周
知
を
進
め
、
魅
力
的
な

地
場
産
品
や
新
た
な
返
礼
品
の
発
掘
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
本
市
に
来
て
も
ら
う
と
い

う
考
え
の
も
と
、
体
験
型
の
も
の
や
、
特
産

品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

ま
ず
本
市
に
来
て
い
た
だ
く
と
い

う
点
で
は
、
他
の
自
治
体
で
、
飲
食
店
等
の

食
事
券
を
返
礼
品
と
し
て
扱
っ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
が
、
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

飲
食
店
等
の
食
事
券

は
、
本
市
に
来
て
い
た
だ
き
、
観
光
す
る
な

ど
波
及
的
な
効
果
も
増
え
ま
す
の
で
、
商
工

会
な
ど
の
協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
返
礼
品
と

し
て
、
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問 

　

道
路
の
傷
み
が
激
し
い
路
線
が
あ

り
ま
す
が
、
現
状
の
対
応
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
建
設
部
長　

道
路
の
陥
没
等

の
道
路
修
繕
は
、
管
理
瑕か

疵し

に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
応
急
的
な
対
応
を
取
り
、
修
繕
箇

所
が
多
い
路
線
は
、
継
続
的
に
工
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
舗
装
修
繕
計
画
の
策

定
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、
路
線
ご
と
の
舗

装
の
傷
み
具
合
を
数
値
化
し
、
計
画
的
に
修

繕
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問 

　

橋
の
修
繕
事
業
に
つ
い
て
、
修
繕

の
必
要
な
橋
梁
数
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
建
設
部
長　

１
橋
当
た
り
５

年
に
１
度
、
毎
年
約
80
橋
の
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
緊
急
的
な
措
置
等
を
必

要
と
す
る
橋
梁
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
補
修
を

必
要
と
す
る
橋
梁
が
14
橋
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問 

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業

助
成
金
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

本
市
に
事
業
所

を
持
た
な
い
法
人
が
設
置
す
る
本
社
ま
た
は

本
社
機
能
の
一
部
を
持
っ
た
事
業
所
の
新
規

開
設
に
際
し
、
事
業
所
整
備
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
補
助
率
は
対
象
経
費
の
３
分

の
２
で
、
補
助
額
は
上
限
が
１
０
０
万
円
で

す
。
募
集
期
間
は
令
和
２
年
12
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
29
日
ま
で
で
す
。
周
知
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
京
葉
通
路
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
品
川
駅
中
央
改
札
内
に
お
い
て
、
市
内
の

事
業
者
が
作
成
し
た
広
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

移
動
販
売
設
備
導
入
補
助
事
業
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

飲
食
業
者
の
支

援
の
た
め
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
新
た
に
導
入

す
る
方
や
、
既
に
取
得
し
て
い
る
方
の
整
備
、

更
新
に
対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。
補
助
率
は

対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
、
補
助
額
は
上
限

が
１
０
０
万
円
で
す
。

問 

　

市
内
で
出
店
す
る
場
所
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
場
所
を
想
定
し
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

常
設
の
駐
車
場

が
あ
る
本
須
賀
海
岸
は
、
夏
季
以
外
に
も
観

光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
海
岸
駐
車

場
で
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
出
店
す
る

場
合
、
法
令
上
問

題
が
な
い
か
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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個
人
質
問

新政会  新政会  戸戸
とと

村村
むらむ ら

勝勝
かつか つ

敏敏
としと し

  議員議員

さんぶの森グリーンタワー

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

問 

　

先
頃
示
さ
れ
た
、
農
林
水
産
省
の

農
事
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
固
定
局
の
補
助
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

農
林
水
産
省
の

補
助
事
業
で
あ
る
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
推
進
型
は
、
基
盤

整
備
と
一
体
的
に
行
う
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
基
地
局

（
※
全
球
測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等

の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
の
総
称
）設
置
等
の
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
経
費
に
対
し
て
、
国

が
２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
実
施
要
件
と
し
て
は
、
農
振
農
用

地
の
う
ち
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点
実

施
区
域
等
で
あ
る
こ
と
、
農
業
者
が
２
名
以

上
で
あ
る
こ
と
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
推
進

計
画
が
、
特
定
し
た
作
物
の
利
益
や
収
量
を

上
げ
る
計
画
で
あ
り
、
か
つ
、
担
い
手
が
利

用
す
る
面
積
が
、
全
農
地
面
積
の
８
割
と
な

る
よ
う
農
地
集
積
を
す
る
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
で
す
。

問 

　

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
市
内
の

農
業
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
市
役
所
敷
地

内
に
農
事
用
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
は

可
能
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

国
に
確
認
し
ま

し
た
が
、
基
盤
整
備
と
一
体
的
に
行
う
こ
と

が
条
件
で
あ
る
た
め
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

本
市
に
お
け
る
基
盤
整
備
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

松
尾
町
八
田
地

区
、
早
船
地
区
、
島
地
区
の
３
地
区
で
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
地
区
内
の
現

況
調
査
が
終
了
し
、
そ
の
後
、
営
農
計
画
を

農
家
の
方
々
と
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
事
業
採
択
に
向
け
、
国
庫
補
助

事
業
を
活
用
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問 

　

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
お
よ
び
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

市
長
に
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

本
市
農
業
の
課
題
と
し
て
、

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

少
人
数
で
、
よ
り
多
く
の
作
業
が
可
能
と
な

り
、
後
継
者
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
認
定
農
業
者
の
農
業
機
械
購
入
経
費

の
一
部
に
対
し
て
、
補
助
対
象
経
費
の
10
％
、

限
度
額
25
万
円
を
、
認
定
農
業
者
育
成
事
業

補
助
金
に
上
乗
せ
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す

る
農
業
用
機
械
の
購
入
経
費
の
一
部
に
対
し

て
は
、
補
助
対
象
経
費
の
20
％
、
限
度
額
を

50
万
円
と

し
、
ス
マ

ー
ト
農
業

の
導
入
を

支
援
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か

ら
も
、
本

市
の
農
業

に
合
っ
た

支
援
策
を

検
討
し
て

い
き
ま
す
。

さ
ん
ぶ
の
森
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
に
つ
い
て

さ
ん
ぶ
の
森
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
に
つ
い
て

問 

　

令
和
元
年
に
、
さ
ん
ぶ
の
森
グ
リ

ー
ン
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
解
体
す
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
長　

グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
は
、

平
成
29
年
に
消
防
本
部
よ
り
、
屋
外
階
段
の

腐
食
で
、
改
修
が
必
要
で
あ
る
と
の
違
反
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。
簡
易
修
繕
を
行
う
こ
と

で
、
利
用
禁
止
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

い
ず
れ
ま
た
、
改
修
指
摘
を
受
け
る
こ
と
が

予
見
さ
れ
、
本
格
的
な
修
繕
を
行
う
た
め
に
、

令
和
元
年
５
月
、
７
月
に
入
札
を
行
い
ま
し

た
が
、
入
札
参
加
者
が
お
ら
ず
不
調
と
な
り
、

山
武
地
区
議
員
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委

員
に
解
体
も
や
む
な
し
と
の
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
は
防
災
行
政

無
線
の
ア
ン
テ
ナ
塔
と
し
て
の
機
能
も
有
し

て
お
り
、
費
用
の
面
も
考
え
、
展
望
塔
と
し

て
の
活
用
を
中
止
し
、
ア
ン
テ
ナ
塔
と
し
て
、

最
小
限
の
改
修
工
事
を
行
い
、
活
用
し
て
い

く
方
向
で
調
整
し
ま
し
た
。

問 

　

改
修
工
事
後
の
利
用
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
な
ど
、
民
間

の
力
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
が
直
接
、
直
営
で

開
業
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
在
、
市
民
団
体
か
ら
、
さ
ん

ぶ
の
森
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
を
拠
点
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
整
備
、
開
局
に
係
る

支
援
・
協
力
の
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

山武市議会だより第59号　令和3年2月1日 8



個
人
質
問

妊娠・出産・育児の情報が受
け取れるアプリです。左側の
QRコードを読み取るとダウン
ロードできます。

にぎわいを創出する活用が検討されている
松尾交流センター

さんむ21 さんむ21 萩萩
はぎ わ らは ぎ わ ら

原原善善
よし か ずよ し か ず

和和  議員議員

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

問 

　

合
併
時
と
直
近
の
市
の
人
口
お
よ

び
世
帯
数
、
ま
た
、
直
近
１
年
間
の
出
生
者

数
と
死
亡
者
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

合
併
時
の
人
口
は
６

万
１
２
５
人
、
世
帯
数
は
２
万
９
９
７
世
帯

で
す
。
令
和
２
年
４
月
１
日
の
人
口
は
５
万

９
０
５
人
、
世
帯
数
は
２
万
２
４
１
３
世
帯

で
す
。
令
和
元
年
度
の
出
生
者
数
は
２
１
７

人
、
死
亡
者
数
は
７
２
１
人
で
し
た
。

問 

　

市
長
が
就
任
し
て
２
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
減
少
対
策

に
対
す
る
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答 

　

市
長　

全
て
の
取
り
組
み
を
人
口

減
少
対
策
、
少
子
化
対
策
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

海
水
浴
場
の
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
の
認
証
取
得
、

企
業
立
地
促
進
条
例
の
制
定
、
結
婚
新
生
活

支
援
制
度
、
三
世
代
同
居
等
支
援
制
度
の
導

入
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
宣
言
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

短
期
間
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
が
、
市
民
が
誇
り
を
持
っ
て
住

み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
を
築
く
こ
と
が
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

問 

　

本
市
は
子
育
て
施
策
が
、
非
常
に

充
実
し
て
い
る
と
思
う
が
、
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
こ

ど
も
園
化
の
推
進
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
償
化
、
相
談
窓
口
の
充
実
等
、
子
育
て

世
帯
の
支
援
の
充
実
を
推
進
し
て
お
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
よ
り
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
２
月
か
ら
は
、
子
育

て
に
必
要
な
情
報
を
一
目
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る「
子
育
て

ア
プ
リ
さ
ん

む
の
子
」の

配
信
を
開
始

し
ま
し
た
。

今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を

通
じ
、
市
内

外
に
周
知
を

図
り
ま
す
。

問 

　
「
山
武
市
」の
知
名
度
向
上
の
た
め
、

例
え
ば
、「
山
武
市
本
須
賀
海
岸
」、「
山
武

市
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
」な
ど
、
名
称
の

頭
に「
山
武
市
」を
つ
け
た
看
板
を
、
交
換
時

期
に
設
置
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

で
き
る
こ
と
か
ら
、
検
討

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

　

現
在
市
長
が
使
用
し
て
い
る
名
刺

は
、
本
市
の
観
光
地
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
市
の
魅
力
を
他
市
、
他
県
に
発

信
す
る
た
め
、
議
会
も
含
め
、
市
職
員
も
、

こ
の
よ
う
な
名
刺
に
変
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

答 

　

総
務
部
長　

知
名
度
向
上
の
た
め
、

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
尾
公
民
館
お
よ
び
松
尾
に
ぎ
わ

松
尾
公
民
館
お
よ
び
松
尾
に
ぎ
わ

い
処
の
利
活
用
状
況
等
に
つ
い
て

い
処
の
利
活
用
状
況
等
に
つ
い
て

問 

　

松
尾
公
民
館
お
よ
び
松
尾
に
ぎ
わ

い
処
建
設
の
、
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

松
尾
庁
舎
を
解
体
・

撤
去
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
地
域
の
に
ぎ

わ
い
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
、
平
成
23
年
か
ら
松
尾
地
域
に
ぎ
わ

い
空
間
創
出
研
究
会
を
中
心
に
議
論
を
進
め
、

「
地
域
資
源
の
活
用
の
場
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
、
活
き
活
き
と
活
動
す
る
場
」を

整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
基
に
、
松
尾
公
民
館
、
松
尾
学
童
ク

ラ
ブ
お
よ
び
直
売
所
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
を
有

し
た
松
尾
に
ぎ
わ
い
処
の
複
合
施
設
を
、
平

成
27
年
10
月
に
落
成
し
ま
し
た
。

問 
　

松
尾
公
民
館
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

利
用
者
数
は
、
平
成

29
年
度
は
１
万
８
５
８
７
人
、
令
和
元
年
度

は
２
万
１
０
８
０
人
で
す
。

問 

　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
の
現
在
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
は
、

平
成
30
年
10
月
か
ら
公
営
塾
の
自
習
室
と
し

て
運
用
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
数
は
、
平
成

30
年
度
は
４
５
０
人
、
令
和
元
年
度
は
４
７

９
人
で
す
。

問 

　

市
商
工
会
か
ら
移
転
要
望
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
は
、

松
尾
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
と
し
て

設
置
し
た
施
設
で
あ
り
、
今
後
も
、
そ
の
観

点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
商
工
会
の
移
転
に
つ
い

て
は
、
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
る
が
、
利
活
用
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
改
正
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
条
例
は
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
施
設
の
管
理
や
対
象
事

業
等
を
定
め

て
い
ま
す
。

利
活
用
を
検

討
す
る
上
で

は
、
制
約
さ

れ
る
部
分
が

あ
る
た
め
、

検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
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個
人
質
問

さんむ21 さんむ21 能能
の せの せ

勢勢秋秋
あき よ しあ き よ し

吉吉  議員議員

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

問 

　

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
特
例
も
今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
歳
出

の
抑
制
を
前
提
と
す
る
予
算
編
成
を
考
え
て

い
ま
す
。
職
員
に
は
、
事
業
の
優
先
度
や
緊

急
性
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
最
小

限
の
予
算
で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
は
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
等
の
動

向
に
留
意
し
、
財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

必
要
な
対
策
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

　

令
和
３
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組

む
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

第
２
次
総
合
計
画
の
下
、

移
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
施
策
や
、
子
育

て
支
援
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
人
口
減
少
対

策
を
、
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

併
せ
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
成
功
に

も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

　

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
規
模
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

松
尾
小
学
校
新
校
舎

整
備
事
業
、
松
尾
駅
周
辺
排
水
対
策
事
業
な

ど
、
支
出
額
の
多
い
事
業
を
予
定
し
て
い
る

た
め
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
よ
り
増
額
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

問 

　

本
市
に
は
、
合
併
前
か
ら
使
用
し

て
い
る
施
設
が
多
く
あ
る
ほ
か
、
新
た
な
施

設
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
運
営
に

は
多
額
の
維
持
管
理
費
が
必
要
で
あ
り
、
市

の
財
政
を
圧
迫
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

予
算
総
額
に
対
し
て
、
施

設
の
維
持
管
理
費
の
占
め
る
割
合
が
多
く
、

行
政
経
費
の
硬
直
化
に
つ
な
が
る
要
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
将
来
的

に
施
設
の
適
正
配
置
を
進
め
、
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問 

　

令
和
３
年
度
の
地
方
交
付
税
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

普
通
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
合
併
算
定
替
の
特
例
期
間
が
今
年
度

で
終
了
し
、
一
本
算
定
と
な
る
た
め
、
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
国
勢
調
査
人
口
に
つ
い
て
も
減
少
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
そ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

問 

　

市
税
に
関
す
る
歳
入
見
込
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

個
人
市
民
税
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
に
よ
り
、
営
業
所
得
の
大
幅
な
減
収
見

込
み
の
一
方
、
令
和
元
年
の
台
風
災
害
に
よ

り
減
収
し
た
農
業
所
得
の
回
復
を
考
慮
し
、

全
体
と
し
て
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
と
比

べ
、
１
％
程
度
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
30
％
以

上
の
減
収
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
約

０・７
％
の
減
収
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問 

　

令
和
３
年
度
の
地
方
債
発
行
額
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

令
和
２
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
、
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

問 

　

令
和
３
年
度
末
の
地
方
債
残
高
の

見
込
額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

一
般
会
計
で
、
約
２

３
６
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

問 

　

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
額
の
見
込

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 
　

総
務
部
長　

令
和
３
年
度
当
初
予

算
に
お
け
る
繰
入
額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
市
税
等
の
収
入

の
減
少
や
、
普
通
交
付
税
の
減
少
な
ど
の
要

因
が
あ
る
た
め
、
令
和
２
年
度
よ
り
も
多
い

繰
入
額
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
極

力
繰
入
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
予

算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問 

　

各
学
校
に
お
け
る
、
感
染
症
予
防

対
策
と
し
て
の
、
加
湿
器
の
導
入
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
長　

感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
は
、
３
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
換

気
、
消
毒
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

加
湿
器
は
、
現
在
、
17
校
中
11
校
の
各
普
通

教
室
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
設
置
校

に
つ
い
て
も
要
望
が
あ
れ
ば
、
準
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

　

災
害
対
策
に
お
け
る
ソ
フ
ト
面
、

ハ
ー
ド
面
の
事
業
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
令

和
元
年
の
風
水
害
か
ら
得
た
教
訓
を
反
映
さ

せ
た
、『
災
害
時
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル（
風

水
害
編
）』を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

防
災
計
画
の
改
定
や
、
県
と
の
共
催
に
よ
る

土
砂
災
害
防
災
訓
練
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
多
重

化
を
行
い
、
よ
り
確
実
な
防
災
情
報
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
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個
人
質
問

犬のフンは持ち帰りましょう

廃棄物の野外焼却（野焼き）は、法律により
禁止されています。（一部例外があります）

さんむ21 さんむ21 石石
いし か わい し か わ

川川和和
かず ひ さか ず ひ さ

久久  議員議員

区
・
自
治
会
お
よ
び
市
民
か

区
・
自
治
会
お
よ
び
市
民
か

ら
の
意
見
要
望
に
つ
い
て

ら
の
意
見
要
望
に
つ
い
て

問 

　

市
民
か
ら
の
建
設
的
な
提
案
・
要

望
等
の
、
市
政
運
営
へ
の
反
映
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

令
和
元
年
度
は
、
市

長
へ
の
手
紙
や
メ
ー
ル
等
を
合
わ
せ
、
１
３

７
件
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

昨
年
は
、
台
風
災
害
に
関

し
て
の
内
容
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
道
路
や
公
共
物
の
修
繕
要
望
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
要
望
に
つ
い
て
は
担
当

課
に
指
示
し
、
内
容
を
精
査
し
て
、
所
要
の

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

区
・
自
治
会
か
ら
の
要
望
へ
の
、

市
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

区
長
会
連
合
会
が
ま

と
め
た
各
地
区
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

市
民
部
か
ら
各
担
当
部
署
へ
引
き
継
ぎ
、
そ

の
対
応
を
市
民
部
で
取
り
ま
と
め
、
書
面
に

て
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
に
区
長
会
担
当
が
受
け
付
け

た
要
望
に
つ
い
て
も
、
各
担
当
部
署
に
引
き

継
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
対
応
し
て
い
ま

す
。問 

　

未
着
手
で
あ
る
要
望
に
つ
い
て
、

区
・
自
治
会
へ
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

時
間
を
要
す
る
案
件

は
そ
の
旨
を
回
答
し
、
そ
の
後
も
連
絡
を
取

り
合
い
な
が
ら
、
適
宜
対
応
し
て
い
ま
す
。

問 

　

専
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

な
ど
を
利
用
し
た
、
市
民
通
報
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
が
図
れ

る
と
思
う
が
、
ど
う
で
す
か
。

答 
　

総
務
部
長　

現
場
写
真
な
ど
を
添

え
た
通
報
は
、
非
常
に
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

　

費
用
対
効
果
や
、
業
務
に
係
る
職
員
の
負

担
、
通
報
を
受
け
て
か
ら
の
担
当
課
へ
の
振

り
分
け
な
ど
、
全
庁
的
な
利
用
方
法
を
調
査

研
究
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

問 

　

市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
野
焼
き
の

苦
情
件
数
お
よ
び
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

野
焼
き
の
苦
情

は
、
平
成
30
年
度
、
24
件
、
令
和
元
年
度
、

22
件
、
今
年
度
は
、
10
月
末
現
在
に
お
い
て

25
件
で
す
。

　

苦
情
等
の
連
絡
が
入
っ
た
場
合
は
、
焼
却

行
為
を
確
認
す
る
た
め
に
直
ち
に
現
場
に
出

向
き
、
行
為
者
に
行
政
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
火
災
の
危
険
や
悪
質
な
場
合
等

は
、
消
防
署
や
警
察
と
連
携
し
、
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

今
後
の
野
焼
き
行
為
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

行
政
指
導
と
し

て
、
屋
外
で
廃
棄
物
を
燃
や
す
行
為
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
旨
の
厳
重
注
意
と
、
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
の
仕
方
、
方
法
を
指
導
し
て
い

ま
す
。
違
法
行
為
者
に
は
警
察
の
捜
査
の
結

果
、
罰
金
を
科
す
事
例
も
数
件
あ
り
ま
す
。

今
後
も
警
察
署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
指

導
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

　

犬
の
フ
ン
害
な
ど
、
飼
い
主
に
適

正
な
飼
い
方
を
示
し
た
条
例
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

県
の
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
、
平
成
27
年

４
月
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
動

物
の
所
有
者
等
の
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
道
路
や
公
園
な
ど
を
ふ
ん
尿
な
ど

に
よ
り
汚
損
し
な
い
よ
う
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
、
ま
た
、
散
歩
な
ど
を
行
う
と

き
に
は
、
犬
の
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
た
め
の
容

器
を
携
行
し
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
な
ど

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

　

蓮
沼
海
浜
公
園
や
成
東
総
合
運
動

公
園
、
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
の
遊
歩
道
脇
な
ど

に
ふ
ん
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

主
な
公
園
な
ど
か
ら
、
飼
い
主
の
さ
ら
な
る

意
識
向
上
に
向
け
て
、
何
か
対
策
を
検
討
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

公
園
の
管
理
事

務
所
で
は
、
犬
の
ふ
ん
を
持
ち
帰
る
啓
発
看

板
を
設
置
し
、
施
設
の
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
公
園
管
理
者
と
し
て
環
境
美
化

に
努
め
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
一
部
の
歩
道
等
に
お
い
て
、

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
際
、
試
験
的

に
重
点
箇
所
を
定
め
、
そ
の
場
所
で
ふ
ん
を

発
見
し
た
場
合
○
で
囲
み
ま
す
。
発
見
し
た

日
に
ち
と
時
間
等
を
書
き
、
飼
い
主
に
警
告

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飼
い
主
の
意
識
改
革

を
図
る
イ
エ

ロ
ー
チ
ョ
ー

ク
作
戦
活
動

を
展
開
し
、

飼
い
主
へ
の

意
識
向
上
を

図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

山武市議会だより第59号　令和3年2月1日11



個
人
質
問

現在公営塾として利用されている
松尾にぎわい処

公明党 公明党 深深
ふかふ か

沢沢
ざわざ わ

  誠誠
まことまこと

  議員議員

環
境
保
全
に
つ
い
て

環
境
保
全
に
つ
い
て

問 

　

平
成
26
年
、
水
道
法
水
質
基
準
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
亜
硝
酸
態
窒
素
単
独
で
、

０
・
04
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
基
準
値
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
浄
水
器
設
置
費
補
助
金
交
付
要
綱

第
２
条
に
お
い
て
、
こ
の
亜
硝
酸
態
窒
素
を

含
む
水
質
基
準
を
準
用
し
た
項
目
の
う
ち
、

浄
水
器
で
基
準
値
以
下
に
浄
化
で
き
得
る
項

目
に
つ
い
て
対
象
と
な
る
よ
う
、
要
綱
を
改

正
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

答 

　

市
長　

本
市
で
は
、
上
水
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
な
ど
、
生
活
用
水
の

水
源
と
し
て
、
地
下
水
に
依
存
さ
れ
て
い
る

方
が
い
ま
す
。
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
源
の

安
全
性
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
市
民
生
活
を

確
保
す
る
こ
と
と
考
え
ま
す
の
で
、
水
質
検

査
の
実
施
は
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
環
境
保
全
を

視
野
に
入
れ
て
、
施
策
の
強
化
が
図
ら
れ
れ

ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

現
在
の
補
助
金

要
綱
は
、
本
市
の
場
合
、
地
下
水
の
水
質
汚

濁
に
係
る
環
境
基
準
の
13
項
目
お
よ
び
水
道

法
に
よ
る
水
質
基
準
の
51
項
目
中
の
２
項
目

を
対
象
項
目
と
し
て
、
定
め
て
い
ま
す
。

　

水
質
基
準
の
中
で
、
亜
硝
酸
態
窒
素
に
つ

い
て
は
、
重
要
な
項
目
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
補
助
金
の
水
質
基
準
項
目
に
亜
硝

酸
態
窒
素
を
追
加
し
、
併
せ
て
、
環
境
基
準

の
項
目
に

つ
い
て
は

精
査
し
て
、

削
除
で
き

る
項
目
は

削
除
し
、

要
綱
の
改

正
を
行
っ

て
い
き
ま

す
。行

政
施
策
に
つ
い
て

行
政
施
策
に
つ
い
て

問 

　

医
療
保
険
で
介
護
分
の
保
険
料
を

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
方
々
が
、
65
歳
か

ら
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
の
対
象
者
と
な
っ

た
と
き
、
引
き
続
き
口
座
振
替
を
利
用
す
る

に
は
、
自
身
で
指
定
の
金
融
機
関
に
出
向
き
、

手
続
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
か
ら
も
、
他
の
市
税
同
様
に
、
は
が

き
で
の
口
座
振
替
申
込
み
が
で
き
な
い
か
と

の
声
を
受
け
要
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

申
込
み
は
が
き

に
よ
る
口
座
振
替
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
、
金
融
機
関
に
出
向
く
こ
と
が
な

く
、
簡
易
に
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
、
被
保
険
者
の
保
険
料
納

付
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
導
入
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

進
捗
状
況
と
し
て
は
、
各
金
融
機
関
等
と

の
協
議
が
終
了
し
、
印
刷
業
務
の
発
注
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
３
年
１
月
に
は
、
申
込
み
は
が
き
に

よ
る
手
続
に
つ
い
て
対
応
で
き
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
申
込
み
は
が
き
は
高
齢
者
福
祉
課

や
各
出
張
所
の
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
当
初

納
付
書
お
よ
び
年
度
途
中
で
65
歳
と
な
る
被

保
険
者
の
納
付
書
に
同
封
し
、
は
が
き
に
よ

る
口
座
振
替
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

問 

　

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
の
や
り

方
に
つ
い
て
、
見
直
す
時
期
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
個

人
接
種
に
お
け
る

手
続
の
簡
素
化
が

必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

個
人
接
種
の
手

続
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
必
要
性
を
感
じ
て

い
ま
す
。
現
在
、
県
獣
医
師
会
と
予
防
接
種

を
行
っ
た
動
物
病
院
で
の
注
射
済
証
の
交
付

に
つ
い
て
、
委
託
事
務
を
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

問 

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
ど
れ
だ
け
貢
献

し
、
公
共
施
設
と
し
て
の
価
値
を
創
造
し
て

い
け
る
か
に
つ
い
て
も
、
議
論
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
松
尾
交
流
セ
ン

タ
ー
洗
心
館
を
、
公
営
塾
と
学
童
ク
ラ
ブ
を

含
む
、
青
少
年
プ
ラ
ザ
と
し
て
利
活
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

松
尾
交
流
セ
ン
タ
ー

洗
心
館
全
体
で
の
活
用
方
法
と
し
て
の
提
案

で
す
が
、
現
在
、
利
用
用
途
が
定
ま
っ
て
い

な
い
松
尾
に
ぎ
わ
い
処
の
利
活
用
案
と
し
て
、

検
討
を
進
め
な
が
ら
、
施
設
全
体
と
し
て
の

活
用
を
、
施
設
を
所
管
す
る
担
当
部
署
間
で
、

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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個
人
質
問

公明党 公明党 市市
いち か わい ち か わ

川川陽陽
ようよ う

子子
ここ

  議員議員

基幹バス（さんバス）

福
祉
施
策
に
つ
い
て

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問 

　

初
め
て
、
市
の
公
共
施
設
で
行
う

個
別
健
診
を
完
全
予
約
制
と
し
ま
し
た
が
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
３
密
を
避
け
る
た
め
、

30
分
ご
と
の
定
員
制
で
、
１
日
１
２
０
人
を

上
限
と
し
、
令
和
３
年
１
月
６
日
か
ら
30
日

ま
で
、
全
20
日
間
の
日
程
で
実
施
予
定
で
す
。

問 

　

来
年
度
の
各
健
診
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

各
医
療
機
関
で
行
う

個
別
健
診
は
今
年
度
と
同
様
に
実
施
し
、
施

設
で
行
う
個
別
健
診
は
内
容
を
変
更
し
て
、

従
来
の
肺
が
ん
・
結
核
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
と
合
わ
せ
、
集
団
方
式
に
よ
る
、
完

全
予
約
制
と
し
て
実
施
す
る
計
画
で
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

集
団
が
ん
検
診

は
、
６
月
に
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
。
７

月
、
８
月
に
特
定
健
診
と
同
時
実
施
で
、
肺

が
ん
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
。
８
月
、

９
月
に
乳
が
ん
、

子
宮
が
ん
検
診
。

新
た
に
10
月
に
肺

が
ん
検
診
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

問 

　

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

今
年
度
中
に
関

係
各
課
や
関
係
団
体
等
と
の
協
議
を
開
始
し
、

令
和
３
年
度
中
に
ポ
イ
ン
ト
の
収
集
方
法
、

付
与
方
法
、
ポ
イ
ン
ト
交
換
の
景
品
、
事
業

の
周
知
方
法
を
決
定
し
、
予
算
化
し
た
上
で
、

令
和
４
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

答 

　

市
長　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま

ち
さ
ん
む
を
提
唱
し
、
多
く
の
市
民
に
無
理

な
く
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

緊
急
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け

る
、
駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

民
生
委
員
の
負

担
軽
減
と
高
齢
者
の
見
守
り
の
強
化
を
図
る

た
め
、
警
備
員
の
駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
を
令

和
３
年
１
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

行
政
施
策
に
つ
い
て

行
政
施
策
に
つ
い
て

問 

　

家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
遺
族

が
必
要
な
手
続
を
行
う
際
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

死
亡
届
の
提
出
は
、

葬
儀
業
者
が
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
な
ど
、
必
要
な

手
続
な
ど
の
案
内
チ
ラ
シ
も
、
遺
族
に
お
渡

し
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問 

　

先
進
地
で
は
、
番
号
が
振
ら
れ
た

担
当
課
の
一
覧
と
案
内
図
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
ど
の
手
続
が
ど
こ
で
行
え
る
の
か
一
目

瞭
然
で
す
。
ま
た
、
市
役
所
以
外
で
行
う
手

続
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な『
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』の

導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

ご
提
案
い
た
だ
い
た

内
容
や
記
載
情
報
、
ま
た
、
経
費
を
含
め
、

研
究
し
、
導
入
を
進
め
ま
す
。

問 

　

住
宅
確
保
給
付
金
は
最
大
９
か
月

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
４
月
以
降
に
支
給

を
開
始
し
た
方
は
年
末
年
始
に
支
給
期
限
が

切
れ
、
路
頭
に
迷
う
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
き
め
細
や
か
な
支
援
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

生
活
が
成
り
立

た
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
支
給
期
間

中
の
収
入
回
復
を
基
本
に
、
個
々
の
状
況
を

相
談
に
よ
り
確
認
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
改
正
社
会
福

祉
法
が
施
行
と
な
り
、「
断
ら
な
い
相
談
支

援
」を
具
体
化
す
る
た
め
の
、
重
層
的
な
支

援
体
制
整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

今
後
も
国
の
政
策
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
有
効
な
手

法
を
提
供
し
、
生
活
困
窮
か
ら
脱
却
す
る
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

問 

　

基
幹
バ
ス
の
利
便
性
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答 

　

副
市
長　

令
和
３
年
10
月
以
降
に
、

（
仮
称
）蓮
沼
松
尾
循
環
線
の
実
証
実
験
運
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
読
取
装
置
を
４
月
か
ら
運
用
予
定

で
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
地
域
外
運
行
の

実
証
実
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問 

　

成
東
総
合
運
動
公
園
は
、
陸
上
競

技
場
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
新
た
に
整

備
さ
れ
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
、
市

内
外
の
方
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
幹

バ
ス
停
留
所
設
置
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
課
題
で
す
が
、

基
幹
バ
ス
の
現
在
の
運
行
ル
ー
ト
に
は
一
定

の
利
用
者
が
お
り
、

大
幅
な
変
更
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

南
郷
地
域
、
成
東

総
合
運
動
公
園
ほ

か
、
市
民
の
要
望

を
取
り
入
れ
て
、

検
証
し
て
い
き
ま

す
。
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個
人
質
問

公明党 公明党 長長
は せ べは せ べ

谷部谷部竜竜
りゅうさくりゅうさく

作作  議員議員

公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

問 

　

他
の
自
治
体
と
比
較
し
た
場
合
、

本
市
の
市
民
１
人
当
た
り
の
公
共
施
設
の
面

積
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

平
成
28
年
度
に
策
定

し
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
よ
れ
ば
、

総
床
面
積
が
20
万
２
７
３
２
㎡
、
人
口
が
５

万
２
２
２
２
人
で
、
市
民
１
人
当
た
り
の
床

面
積
は
３
・
88
㎡
で
す
。
東
金
市
が
２
・
46

㎡
、
八
街
市
が
２
・
０
㎡
、
横
芝
光
町
が
３
・

７
㎡
、
大
網
白
里
市
が
２
・
06
㎡
、
全
国
平

均
は
３
・
22
㎡
で
す
。

　

本
市
の
市
民
１
人
当
た
り
の
面
積
は
、
全

国
平
均
の
１
・
２
倍
と
な
り
ま
す
。

問 

　

将
来
の
人
口
予
測
を
鑑
み
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
行
政
を
目
指
し
、
公
共
施
設
統
廃

合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

今
年
度
末
を
目
途
に
策
定

を
進
め
て
い
る
、
山
武
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
本
方
針
お
よ
び
山
武
市
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
の
中
で
、
施
設
評
価
を
実
施

し
、
そ
の
評
価
に
基
づ
き
、
廃
止
・
統
合
・

継
続
等
の
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
保
全

の
方
針
を
定
め
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
本
方
針
、
計
画
と
長
期
財
政

計
画
を
連
動
さ
せ
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図

り
つ
つ
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
を
視
野
に
入

れ
た
、
施
設
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。問 

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
は
地
域
の

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
市
民
の
将
来
の
負
担

を
考
え
れ
ば
、
総
論
は
賛
成
、
我
が
地
域
か

ら
施
設
が
な
く
な
る
と
い
う
各
論
は
反
対
、

総
論
賛
成
各
論
反
対
と
い
う
構
図
に
陥
り
や

す
い
問
題
で
す
。

　

そ
の
点
を
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答 

　

市
長　

公
共
施
設
の
在
り
方
や
方

向
性
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
と
、
総
論
賛
成
、

各
論
反
対
と
い
う
状
況
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況

が
見
込
ま
れ
る
中
、
現
状
の
公
共
施
設
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
は
、
財
政
や
ま
ち
づ
く
り

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
次
世
代
の
大

き
な
負
担
に
な
る
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
し
て
15
年
、
整
備
す
る
も
の
は
行
っ

て
き
た
と
認
識
し
て
お
り
、
私
自
身
、
い
よ

い
よ
覚
悟
の
時
と
、
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
適
切
な
配
置
の
在
り
方
、
将

来
の
方
向
性
な
ど
を
、
引
き
続
き
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

　

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
策
に
つ
い
て

止
策
に
つ
い
て

問 

　

現
在
の
高
齢
化
率
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

令
和
２
年
10
月
１
日

現
在
で
、
35
・
２
％
で
す
。

問 

　

高
齢
者
の
運
転
免
許
保
有
率
と
返

納
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

市
内
の
高
齢
者
の
う

ち
、
運
転
免
許
証
保
有
者
は
、
令
和
元
年
12

月
末
現
在
で
、
１
万
１
２
０
９
人
、
お
よ
そ

64
％
で
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
中
の
返
納
率

は
、
お
よ
そ
１
・
６
％
で
す
。

問 

　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
悲
惨
な
事
故

を
な
く
す
た
め
、『
後
づ
け
の
ペ
ダ
ル
踏
み

間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
』の
設
置
補
助
な

ど
、
高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
促
進
事
業

を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
民
部
長　

国
は
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
対
策
と
し
て
、
サ
ポ
カ
ー
補
助

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
の
高
齢
者

安
全
運
転
対
策
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も

に
、
安
全
サ
ポ

ー
ト
車
や
安
全

装
置
の
普
及
に

向
け
、
国
制
度

の
啓
発
を
図
り

ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問 

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
広
が
り
を
背
景
に
、
東
京
都
で
は
４
月
か

ら
９
月
の
転
出
超
過
は
１
万
人
を
超
え
た
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
人
口
の
東
京
一
極

集
中
の
変
化
を
捉
え
、
子
育
て
世
代
に
移

住
・
定
住
を
促
す
た
め
に
、
空
い
た
公
共
施

設
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
等
を
活
用
し
て
、

W
i-Fi

等
を
整
備
し
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

答 

　

総
務
部
長　

子
育
て
世
代
の
移

住
・
定
住
を
促
す
上
で
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
存
在
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
設
置
に
は
通
信
環
境

や
施
設
整
備
等
が
改
め
て
必
要
で
あ
り
、
企

業
誘
致
を
し
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
整
備

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
や
集
客
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、

現
時
点
で
の
設
置
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
、
ニ

ー
ズ
や
民

間
事
業
者

の
動
向
等

に
注
視
を

し
な
が
ら

研
究
し
て

い
き
ま
す
。
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個
人
質
問

日本共産党 日本共産党 並並
なみな み

木木
きき

幹幹
みきみ き

男男
おお

  議員議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

問 

　

寒
冷
期
と
な
り
、
県
内
で
も
、
新

規
感
染
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
本

市
と
し
て
も
P
C
R
検
査
の
体
制
の
拡
充
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

で
、
P
C
R
検
査
の
機
器
を
導
入
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
ど
の
く
ら
い
の
数
の
検
査

が
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
が

対
象
と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

さ
ん
む
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
、
P
C
R
検
査
機
器
を
購
入
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
検
査
用
の
キ
ッ
ト
が
十

分
に
入
手
で
き
な
い
状
況
で
す
。
院
内
で
実

施
す
る
P
C
R
検
査
に
つ
い
て
は
、
主
に
緊

急
で
の
入
院
や
、
手
術
が
必
要
な
方
に
行
っ

て
い
ま
す
。
検
査
キ
ッ
ト
は
、
現
在
、
月
10

件
ほ
ど
し
か
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。
今
後
も
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問 

　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に

P
C
R
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
ら
検
査

を
行
え
る
体
制
と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

東
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
医
療
用
コ
ン
テ
ナ
を

使
用
し
て
、
出
来
る
限
り
早
期
に
、
地
域
外

来
・
検
査
セ
ン
タ
ー
と
し
て
検
査
が
で
き
る

体
制
を
整
え
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
医
療
用
コ
ン
テ
ナ
が
ド

イ
ツ
製
の
た
め
、
輸
入
し
て
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
海
外
と
の
物
流
が

壊
滅
的
に
滞
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
も
設
置

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
医
療

用
コ
ン
テ
ナ

を
使
用
し
な

い
方
法
で
設

計
を
作
り
直

し
、
年
内
の

設
置
を
目
指

し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま

す
。国

民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

問 

　

国
保
税
は
、
協
会
け
ん
ぽ
や
大
企

業
の
労
働
者
が
加
入
す
る
組
合
健
保
よ
り
も
、

は
る
か
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加

入
者
の
所
得
が
低
い
の
に
、
保
険
税
が
一
番

高
い
、
こ
の
矛
盾
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
高

過
ぎ
る
保
険
税
が
低
所
得
者
を
苦
し
め
、
生

活
に
困
窮
す
る
人
が
、
医
療
を
受
け
る
権
利

を
奪
わ
れ
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
が
都
道
府
県
化
と
な
り
、
来
年
度
で

４
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
市
の
国
保
税
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、

１
月
末
に
、
確
定
係
数
に
よ
り
算
定
さ
れ
た

令
和
３
年
度
標
準
保
険
税
率
が
示
さ
れ
、
そ

の
動
向
は
、
現
行
税
率
を
上
回
る
見
込
み
で

す
が
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
状
況
を

踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
の
保
険
税
率
に
つ
い

て
も
、
現
行
税
率
を
据
え
置
き
す
る
方
向
で
、

予
算
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

問 

　

令
和
元
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
の
均

等
割
の
独
自
軽
減
や
、
多
子
世
帯
の
国
保
税

の
減
免
な
ど
、
新
し
い
形
の
国
保
税
軽
減
策

を
導
入
す
る
動
き
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
独
自
軽
減
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答 

　

市
長　

近
年
で
は
、
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
子
ど
も
の
均

等
割
や
多
子
世
帯
に
対
す
る
減
免
を
独
自
に

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
、
国
の
動
き
と
し
て
、
令
和
２
年
５
月

29
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
少
子
化
社
会
対
策

大
綱
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
支
援
、

教
育
費
負
担
の
軽
減
と
し
て
、
子
育
て
や
教

育
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
の
数
に
応
じ
た
国
保
税
の
負
担
軽
減

を
行
う
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
な
ど
を
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
県
や
全
国
市
長
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

国
に
要
望
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の

動
向
も
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問 

　

来
年
４
月
か
ら
、
日
向
小
学
校
が

移
転
し
、
新
た
な
校
舎
で
開
校
し
ま
す
が
、

通
学
路
の
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

令
和
３
年
４
月
に
開

校
す
る
、
日
向
小
と
山
武
西
小
の
統
合
小
学

校
は
、
旧
山
武
南
中
学
校
を
活
用
し
、
通
学

環
境
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
２
年
前
よ
り
統

合
準
備
委
員
会
を
中
心
に
、
通
学
路
、
通
学

方
法
を
検
討
し
、
通
学
バ
ス
の
導
入
と
と
も

に
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　

安
全
対
策
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
に
関
わ

る
警
察
や
土
木
事
務
所
、
市
関
係
部
局
と
学

校
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
２
回
の
現
地
確
認

を
含
む
３
回
の
協
議
を
行
い
、
新
小
学
校
付

近
の
横
断
歩
道
２
カ
所
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
１

カ
所
、
そ
の
他
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置
、
路

側
帯
等
の
路
面
標
示
な
ど
の
工
事
を
開
校
に

向
け
て
行
う
予
定
で
す
。
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令
和
３
年 

第
１
回（
３
月
）定
例
会

　

市
議
会
に
は
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
経
済
建
設
の
３
つ
の
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、本
会
議
で
審
査
を
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、

専
門
的
に
審
査
を
行
い
、
採
決
し
た
結
果
を
本
会
議
に
報
告
し
ま
す
。

　

９
月
29
日
お
よ
び
30
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
な

が
ら
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令和元年度各会計歳入歳出決算（令和２年第３回定例会　議案第９号から第16号認定）
区　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額
一般会計 241億6,781万9千円 220億4,658万3千円 21億2,123万6千円
区　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額

特
別
会
計

国民健康保険 事業勘定 66億9,634万2千円 65億3,891万7千円 1億5,742万5千円
直営診療施設勘定 1億2,119万9千円 1億1,039万3千円 1,080万6千円

後期高齢者医療 5億5,916万6千円 5億5,859万8千円 56万8千円
介護保険 47億6,710万7千円 46億9,604万7千円 7,106万円
組合立国保成東病院事業清算事務 1億9,165万7千円 1億6,168万7千円 2,997万円
地方独立行政法人さんむ
医療センター公債管理 1億2,324万5千円 1億2,324万5千円 0円

農業集落排水事業 2億8,693万6千円 2億8,553万円 140万6千円
区　分 決算額

企業会計
（水道事業会計）

収益的収入（税抜） 3億9,898万3千円
収益的支出（税抜） 3億4,538万円
資本的収入（税込） 647万3千円
資本的支出（税込） 1億9,249万5千円

※ 表内の金額は、表示単位未満を
四捨五入しているため、総額と
一致しない場合があります。

発行／山武市議会　編集／議会だより編集委員会　ホームページ　http://www.city.sammu.lg.jp/
〒289-1392　千葉県山武市殿台296番地　電話0475（80）1235　FAX0475（80）1233 

委
員
長　

長
谷
部
竜
作

副
委
員
長　

櫻
田　

基
介

委　
　

員　

北
田　
　

守

委　
　

員　

深
沢　
　

誠

委　
　

員　

玉
置
美
津
恵

委　
　

員　

齋
藤　

昌
秀

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

（
予
定
）

２
／
16
㈫　

開
会

２
／
24
㈬　

一
般
質
問

２
／
25
㈭　

一
般
質
問

２
／
26
㈮　

 

一
般
質
問
、
議
案
質
疑
、

委
員
会
付
託
等

３
／
１
㈪　

総
務
常
任
委
員
会

３
／
２
㈫　

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

３
／
３
㈬　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

３
／
12
㈮　

閉
会

※ 

日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。　

現
在
、
新
聞
折
込
み
や

郵
送
に
よ
り
皆
さ
ま
に
お

届
け
し
て
い
る「
山
武
市

議
会
だ
よ
り
」に
つ
い
て
、

５
月
１
日
に
発
行
を
予
定

し
て
い
る
第
60
号
か
ら
、

配
布
方
法
を
市
内
全
世
帯

へ
の
戸
別
配
布
へ
変
更
す

る
予
定
で
す
。

　

配
布
期
間
を
配
布
月
の

１
日
〜
３
日
ま
で
の
間
と

し
、地
域
に
市
が
委
託
し

た
配
布
員
が
お
伺
い
す
る

な
ど
し
ま
す
が
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
自

動
車
取
得
税
が
廃
止
さ
れ
、
環
境

性
能
割
が
導
入
さ
れ
た
が
、
交
付

額
の
変
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

交
付
額
と
し
て
は
２
４

６
７
万
８
５
６
６
円
が
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事

業
に
つ
い
て

問 

　

事
業
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

ビ
ジ
ネ
ス
講
座
や
研
究

を
行
う
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ

ン
ブ
ス
ギ
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
プ

道
具
等
の
製
作
、
販
売
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

成
東
中
学
校
の
老
朽
化
に
つ
い
て

問 

　

成
東
中
学
校
の
安
全
上

の
問
題
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

成
東
中
学
校
は
平
成
９

年
に
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
通
常
３
年
に
１
回

行
う
特
定
建
築
物
の
検
査
を
毎
年

実
施
し
、
検
査
項
目
も
増
や
し
て
、

状
況
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

審
議
結
果

議
案
第
９
号
〜
議
案
第
16
号

（
原
案
認
定
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

自
動
車
取
得
税
交
付
金
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

（
12
月
７
日
開
催
）

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
、
議
案

第
４
号
、
議
案
第
８
号
〜
第
10
号
、

議
案
第
19
号
の
一
部
、
議
案
第
20
号
、

議
案
第
21
号 

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

さ
ん
む
の
魅
力
発
信
事
業
に
つ
い
て

問 

　

市
の
魅
力
度
を
上
げ
る
た

め
、
既
存
の
事
業
に
新
た
な
事
業
を

加
え
る
予
定
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

移
住
定
住
推
進
の
た
め

の
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
を
進
め
て
い

る
事
業
で
す
が
、
更
に
情
報
発
信
に
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
12
月
８
日
開
催
）

議
案
第
３
号
、
議
案
第
５
号
、
議

案
第
11
号
、
議
案
第
13
号
〜
第
17

号
、
議
案
第
19
号
の
一
部
、
議
案

第
22
号 

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館
指
定
管
理
事

業
に
つ
い
て

問 
　

指
定
管
理
者
へ
の
休
業

補
償
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
う

予
定
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

次
回
の
更
新
時
に
、
補

償
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
12
月
９
日
開
催
）

議
案
第
12
号
、
議
案
第
18
号
、
議

案
第
19
号
の
一
部
、
議
案
第
23
号
、

議
案
第
24
号 

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約

松
尾
駅
周
辺
排
水
対
策
工
事
に
つ
い
て

問 

　

工
事
内
容
が
変
更
に
至

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

工
事
着
手
後
、
想
定
以

上
に
地
盤
が
ゆ
る
い
箇
所
や
、
湧
き

水
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
協
議
し
、
線
路
へ
与
え
る
影

響
を
抑
え
る
た
め
、
線
路
の
変
位

観
測
の
対
象
工
事
と
し
、
地
盤
改

良
を
更
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

配布方法 が
変わります議会だよりの
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